
新製品紹介／

近年、電力会社には、太陽光発電など分散型電源との系
統連系を考慮した電力品質の維持、公衆保安確保のための
配電線断線への迅速対応が求められている。
そこで、当社はこのニーズにこたえるため、中部電力（株）
殿向けに三相電圧、電流等の計測機能、配電線の断線検出機
能を備えた配電線自動化用新型子局（5G※1子局）を開発した。
※1 5G：第5世代

■概　要
従来の配電線自動化用子局（以下、子局）は、高圧配電線

（6.6kV）の区分開閉器と組み合せて使用され、SSリレー機
能（故障区間を切り離す機能）、現地操作機能、遠隔監視制
御機能等を備えている。
今回、従来の子局に三相電圧、電流の計測機能を新たに
追加した。また、関連機器（開閉器、通信機器等）の一部機
能を子局に内蔵して機器構成を最適化した。これに加え、
環境に配慮した外箱の金属化（従来は樹脂製）を図り、将来
の廃棄時のリサイクル性を高めた。

■特　長
①計測機能の高度化
電圧、電流を計測するため開閉器にVT（V結線トランス）

2個とCT3個が内蔵された。
子局は、そのセンサ信号を取り込み三相線間電圧と三相
線電流計測を可能とした。また、電圧、電流計測情報を基
に力率および、電圧不平衡率等の演算も可能とした。
これらの計測情報は通信により親局へ伝送され、親局で
モニターが可能となった。
②故障検出機能

a.断線検出機能
高圧配電線は被覆線のため、断線した場合でも充電部
が露出せず変電所保護リレー（DG）が動作しない場合が
ある。この場合、充電状態の高圧配電線に人が触れ感電
する恐れがある。
このため高圧配電線の断線検出機能を実現し、公衆保
安確保の迅速対応を可能とした。なお、断線の検出は電
圧不平衡率がしきい値以上となることで判定する。
b.末端短絡保護機能
変電所保護リレー（OC）では検出できない末端の故障
過電流を子局で検出し、区分開閉器を開放する末端短絡
保護機能を実現した。
③関連機器の内蔵化
従来、個別に設置されていた子局用の電源スイッチ、およ

びFNU※2用の電源を子局に内蔵し機器構成を簡素化した。
また、従来開閉器に内蔵されていた開閉器操作回路（電
子回路部）を子局に内蔵し、開閉器寿命の延命化を図った。
※2 FNU：Fiber Network Unit（通信信号の光変換装置）

④リサイクル性の向上
従来の子局では、外箱に強化プラスチック（FRP※3）を使
用していた。しかし、FRPはガラスを含有しているため
廃棄時に産業廃棄物として処理されていた。
今回、環境配慮の観点から外箱をステンレス製（一体成
型）としたことでリサイクル率を従来型50%から90%へ向
上させた。
※3 FRP：Fiber Reinforced Plastics

配電線自動化用新型子局

■新型と従来型の子局仕様比較
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■配電線自動化用新型子局の外観
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